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安全管理及び作業手順の確認と徹底について（通知） 

 

貴社におかれましては、建設工事等における事故・災害防止に向けて、日頃から作業従

事者の安全教育、社内安全パトロール等の実施について積極的に取り組まれていることと

承知しております。しかし、水道局が発注した工事において、令和８年１月から９月まで

に４件の労働災害が発生しております。 

 

１件目は、令和８年１月、作業員１名が掘削作業中に土留工を設置するため掘削内に立

ち入ったところ、土砂が崩落し既設水道管と土砂に挟まれ、肋骨骨折及び内臓損傷という

重傷者が発生した事故です。 

２件目は、令和８年２月、交通誘導警備員が交通誘導中に一般車両と接触し打撲した事

故です。 

３件目及び４件目は、何れも本舗装工事中に交通誘導警備員が熱中症になり緊急搬送し

た事故です。なお、熱中症対策については、令和 7年 6月 1日以降、労働安全衛生規則が

改正され、事業者に対し「早期発見のための体制整備」、「重篤化を防止するための措置の

実施手順の作成」及び「関係作業者への周知」が義務付けられています。特に建設現場に

おける交通誘導警備員については、作業員と異なる配置になる場合が多く、異変の察知が

遅れやすい環境にあり、国内では熱中症による死亡災害が毎年発生していますので、労働

安全衛生規則に基づく措置（別紙「建設現場における建設業従事者及び警備員の熱中症予

防対策の強化について（要請）」）を徹底してください。 

 

また、事故・災害を未然に防ぐためには、一人ひとりが意識し注意し合うことや、工事

現場等全体で危険防止策を講ずるとともに、安全点検や安全教育を実施することなどによ

り安全意識を高揚させることが効果的であると考えます。 

一旦、事故が起きますと、被災者への直接的な影響のみならず、その職場や家族等にも

影響が及び、また、受注者にとっては、事故等の状況により、指名停止等の措置や社会的

信用が失墜する場合があるなど、非常に深刻な事態が広範囲に及びます。 

安全が何よりも優先するという考えのもと、安全の確保、事故・災害の未然防止を図る

ため、今後とも社員をはじめ下請業者や関連業者などに対しても安全関係法令の遵守及び

安全管理に関する教育・指導を徹底していただき、建設工事等の事故・災害の撲滅に努め

ていただきますようお願いします。 


